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主要文獻

緒 言

1925年Westphal氏1926年 洞氏及 ビBlum兩 氏 ガ高血壓症 ニ對 シテ「ロダ ン」鹽類 ノ有效 ナ

ル コ トヲ唱道 セシヨリ人 ノ注 意ヲ喚起 スル所 トナ リ,次 デTakacs, Bramer, Askanazy氏 等又

同樣有效 ナルコ トヲ報 ゼ リ.

本邦 ニ於テモ最近田村氏 ハ種 々ノ「ロダ ン」鹽類 ノ臨牀的竝 ニ藥物學的觀察 ヲ行 ヒ,原 發性高

血 壓症 ニ對 シテ效 ヲ奏 スル コ ト竝 ニ其有效使用 量ハ中毒量 ヲ距 ル コ ト遠 キコ トヲモ證 明 セ リ.

飜 テ血淸 「ロダ ン」含有量 ト各種疾患就中高血 壓症 トノ關係竝 ニ投與 シタル「ロダ ン」鹽類 ノ血

液内蓄積期間等 ニ就 テハSchreiber及 ビBlum兩 氏 ノ實驗 ア リ.

Schreiber氏 ハ 正常血淸 「ロダ ン」含有量ハ0.025乃 至0.04mg%ト 主張 セルニ反 シBlum氏

ハ0.03乃 至0.06mgト 報 告セ リ.且 各種疾患 ニヨ リテ夫 レガ含量 ニ著變 ヲ見ル コ ト能 ハザル

モ,一 般 ニ男子ハ喫煙 ノ影響 ヲ受 クルコ トニ ヨリ,女 子竝 ニ小兒 ニ於 ケルモノニ比 シテ,其 含

量稍 々多 ク,且 脊髓液 「ロダ ン」含有量モ血淸 ノ夫 レ ト殆 ド同樣 ナ リト.他 方Bruylant氏 ノ報

ゼル正常血淸 「ロダ ン」含有量 ハ0.08乃 至0.100mg%ヲ リ シト云 フ.

余 モ亦之等諸 氏 ト同樣,血淸 竝 ニ滲出液「ロダン」含有量 ヲ檢査 シ,他 方「ロダ ン」鹽類投與 ガ

高血壓症 ニ及 ボス影響及 ビ肋膜腔内 ヘノ滲透状態等 ヲ檢 査 シ,聊 カ知見ヲ得 タルヲ以 テ茲 ニ之

ヲ報告 セ ン トス.

第1章　 實 験 材 料 竝 ニ實 驗 方法

實験材料 トシテハ嚴ニ喫煙セザル種々ナル患者竝ニ健康者ヲ使用シ,早 朝空腹時採血シ,之 ガ血淸ヲ分

離 シ,次 ノ方法ニヨリテ「ロダン」含有量ヲ測定セリ.
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2422　 久 本 實 三

滲出液ヲ使用スル場合モ同樣 ノ條件 ノ下ニ之ヲ採取使用セリ.

測定方法ハ次ノ如シ.

所要試藥

1) 20%三 鹽化醋酸液

2) 10%硝 酸鐵液

3) N/10硝 酸

4) 20%硝 酸

5) 1mg%「 ロダ ン」加 里 溶 液

 (標 準 原液)

6) 9%食 鹽 水

先 ヅ 血淸 又 ハ 滲 出液2.0ccヲ 採 リ,之 ニ等量 ノ三 鹽 化 醋酸 溶 液 ヲ加 へ,之 ヲ振 盪 濾過 シ,完 全 ニ除 蛋 白

セ ラレ タル濾 液 ヲ得,次 ニ硝 酸 鐵10ccニ 等 量 ノN/10硝 酸 竝 ニ20%ノ 硝 酸30滴 ヲ加 へ,ヨ ク振 盪 シテ無

色 ナ ル鐵 液 ヲ調 製 ス.

他 方標 準 原 液10ccヲ 探 リ,此1ccニ 就 キ10滴 ノ割 合 ニ先 キ ニ作 製 シ タル鐵 液 ヲ加 へ,次 イデ 食 鹽水 ヲ

標 準 原液10ccニ 就 キ1ccノ 割 合 ニ加 へ,斯 ク シテ標 準 液 調 製 ヲ終 ル.而 シテ前 以 テ 濾過 シ タル被 檢 濾液 ニ

ハ各15滴 宛 ノ鐵 液 ヲ加 へAutenrieth氏 比 色 計 ニテ,之 ヲ比 色 測 定 シSchreiber氏 表 ニ ヨ リテ「ロダ ン」含 有

量 ヲ算 出 セ リ.

第2章　 實 驗 成 績

A) 血淸 「ロ ダ ン」含 有 量

實 驗 ニ際 シテ ハ喫 煙 ノ有 無 ニ細 心 ノ注 意 ヲ怠 ラザ ル コ ト トセ リ.殊 ニLickint氏 ノ證 明 セ ル ガ如 ク,必 ズ

シモactivノ 喫 煙 ノ ミナ ラ ズPassivニ 其煙 ヲ吸 入 スル場 合 モ岡 樣 ノ結 果 ヲ招 來 スル ニ於 テ オヤ.

依 テ健 康 者 ノ標 凖「ロダ ン 」含 有 量 ハ,ナ ル ベ ク之 等 ノ影響 最 モ少 キ當 院 看 護 婦 ヲ使 用 シテ 之 ヲ行 ヘ リ.

看 護 婦72人 ニ 就 キ行 ヒ タル 健康 標 準 血淸 「ロ ダ ン」含 有 量 ハ比 較 的 少 キモ ノ ノ如 ク多 クハ0.03乃 至0.06

mg%ノ 間 ヲ動 搖 シ,全 例 ノ79%ヲ 占 メ,而 シテ0.03mg%以 下 ノモ ノ之 ニ亞 ギ21%ヲ 示 ス,然 ル ニ

0.06mg%以 上 ノモ ノハ1例 モ之 ヲ見 ル コ ト能 ハザ リキ,即 チ余 ノ成 績 ハBlum氏 ガ婦 人 及 ビ小 兒 ニ就 テ

檢 シ タル成 績 トヨク相 一致 ス レ ドモ0.06mg%以 上 ニ達 スル値 ヲ得 ザ ル コ トヨ リ,日 本 人 ハ西 洋人 ニ比 シ

テ 一般 ニ血淸 「ロダ ン」含 量 ノ正常 値 低 キ カ ノ感 ア リ.コ レ西 洋 婦 人 ハ 屡 々喫 煙 ヲ ナ スモ ノアル ガ タ メニ非

ル カ.他 ノ病 的個 體 ノ實 驗 威績 ハ之 ニ反 シテ003mg%以 下 ノ血淸 「ロダ ン」含 量 ヲ有 スル モ ノハ健 康 者 ノ

夫 ニ比 シテ稍 々 少 ク,健 康 看 護婦 ニ於 テ21%ヲ 示 ス ニ對 シ,唯 ダ寄 生 蟲 疾 患 ニ於 テ25%癌 腫 ニ於 テ17%

ヲ示 ス他,總 テ ノ疾 患 ニ於 テ ハ 健康 者 ノ夫 レ ニ比 シテ%數 ノ減少 ヲ見 ル ベ シ.

然 ルニ0.03乃 至0.06mg%ノ 價 ヲ有 ス ル モ ノハ 各 種 疾 患 ニ於 テ モ 略 ボ健 康 者 ノ示 ス%數 ニ近 似 セル カ,

又 ハ 之 ヲ超 過 スル モ,唯 ダ寄 生蟲 疾 患 ニテ ハ非 常 ニ少 ク25%ヲ 示 ス ニ過 ギズ.

0.06乃 至0.1mg%ノ 價 ヲ有 ス ル モ ノ ヲ見 ル ニ健 康 者 ニ於 テ ハ1例 モ之 ヲ見 ザ ル ニ對 シテ,各 種 疾 患 ノ多

數 例 ニ就 テ檢 査 シタ ルモ ノ ヲ見 ル ニ屡 々20%内 外 ノ割 合 ニ於 テ 此値 ヲ存 スル モ ノア ル コ トヲ證 明 セ ラ ルル

所 ナ リ.唯 ダ慢 性「モル ヒネ」中 毒 症 ユテ100%ヲ 示 ス モ,之 ハ例 少 キガ爲 之 ガ斷 定 的批 判 ヲ下 シ難 シ.

之 ヨ リ察 ス ル ニ病 的状 態 ニ於 テ ハ 血淸 「ロダ ン」含量 ハ健 康 者 ノ夫 レ ニ比 シテ 稍 々增 量 セ ル ニ非 ザ ル カ,

詳 細 ハ次表 ニ示 ス ガ如 シ.
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血淸竝ニ滲出液「ロダン」含有量ニ就テ　 2423

第1表

然 レ ドモ,コ レ果 シテ 病 的個 體 ナル ガ タメ ノ增 量 ナ ル ヤ否 ヤ,多 少 ノ疑 ヲ挾 ム所 ナ リ.即 チ上 述 ノ如 ク

余 ノ使 用 シ タル健 康 者 血淸 「ロダ ン」含 量 ハ喫 煙 ノ影 響 ヲactivニ ハ 勿 論passivニ モ之 ヲ蒙 ル コ ト比 較 的少

キ個 體 ニ就 キテ 行 ヒ タル ニ反 シ,一 般 病的個 體 ニテハ 斯 ク迄 嚴 ニ一 定 條牲 ノ下 ニア ル個 體 ヲ選 擇 シ得 ザ リ

シ ニ ヨル ニ非 ザ ル カ.

斯 ク茲 ニ想 到 ス ル時,喫 煙 ノ影 響 ニ ヨル モ ノナ リヤ,病 的 個 體 ナ ル ガ タ メナ リヤ ヲ決 定 ス ル コ ト困 難 ナ

ル ガ如 シ ト雖 モ,各 種疾 患相 互 ノ間 ニ血淸 「ロダ ン」含 有 量 ニ特 ニ增 減 ヲ認 ム ル能 ハ ザ ル ノ點 ヨ リ恐 ラ ク

passivノ 喫 煙 ノ影響 ヲ受 クル ニ ヨ ルモ ノナ ラ ンカ ヲ想 像 セ シム.

古 來 「ロダ ン」鹽 類 ガ治 療 的 效果 ヲ有 ス ト稱 セ ラル ル高 血壓 症 ニ於 テ 血淸 「ロ ダ ン」含 有 量 必 ズ シモ他 種

疾 患 ニ比 シテ微 量 ナ リ トハ 斷言 シ難 キ ノ ミナ ラズ,寧 ロ其含 量 多 キモ ノア リ.

今 余 ガ檢 査 シ タル健 康 者竝 ニ各 種疾 愚 全 部 ニ就 テ男 女 間 ノ差 異 ヲ見 ル ニ次表 ニ示 ス ガ如 ク,男 子109人,
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2424　 久 本 實 三

女 子153人 ノ各平 均 數 ヲ比 較 ス ル ニ0.03mg%以 下 ノモ ノハ 男子 ニ於 テ ハ僅 ニ7%ナ ル ニ反 シ女 子 ニ於 テ

ハ12%ヲ 示 シ0.03乃 至0.06mg%ノ モ ノハ 男 子 ノ74%ニ 對 シテ 女 子 ハ79%ヲ 示 ス,即 チ0.06mg%以

下 ニ 於 テ ハ一 般 ニ 男子 ヨ リ女 子 ノ方 ハ其%數 常 ニ高 シ,併 シ之 ニ反 シテ0.06乃 至0.1mg%ノ モ ノハ男 子

ノ18%ニ 對 シテ 女子 ハ僅 ニ其 半 數9%ヲ 示 ス ニ過 ギズ,即 チ男 子 ハ女 子 ニ比 シテ血淸 「ロダ ン」含 量增 加 セ

ル コ トヲ示 スモ ノナ リ,次 ニ示 スガ如 シ.

第2表

年齢ト血淸 「ロダン」含量 トノ關係ハ次表ニ示スガ如 ク,年 齢ノ進行 ト共ニ其含量亦增加スルノ傾向ヲ有

ス,即 チ30議 以後ニハ一躍著 シキ增量ヲナシ殊ニ60歳 以上ニ於テ著明ナルガ如シ,詳 細ハ次表ニ示スガ

如 シ.

第3表

而 シテ 男手 ハ女 子 ニ比 シテ 其含 量多 キ コ ト及 ビ年 齢 ノ進 行 ト共 ニ又 含 量 ノ增 加 ス ル コ トハ何 レモpassivノ

喫 煙 ハ影 響 ヲ否 定 シ得ザ ル 所 ナ ル モ,後 者 ハ 動脉 硬 化 症 ト何 等 カノ關 係 ヲ有 ス ル ニ非 ザ ル カ.

喫 煙 家 ニ就テ 行 ヒ タル實 驗 成 績 ハ次 表 ニ示 ス ガ如 ク,無 喫 煙 血淸 「ロダ ン」 含有 量 ニ比 シテ著 シキ增 加

ヲ見 タ リ.即 チ無喫 煙 血淸 ニ テ ハ0.03mg%以 下 ノモ ノ10%ナ ル ニ反 シ,喫 煙 家 ニテ ハ僅 ニ2%, 0.03

乃 至0.06mg%ノ モ ノハ無 喫 煙 血淸 ノ77%ニ 比 シテ著 シ キ減少 ヲ示 シ僅 ニ25%ニ 過 ギザ ル モ,0.06乃 至

0.1mg%ニ 至 リテ ハ 無 喫煙 血淸 ノ13%ニ 比 シテ42%迄 モ增 加 シ,ノ ミナ ラズ無 喫煙 血淸 ニテ ハ1例 モ見

ル コ ト能 ハザ リシ0.1mg%以 上 ノモ ノ31%ノ 多 數 ニ上 リ タル ガ如 シ.

次 ノ第4表 ニ示 スガ如 シ.
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第4表

B) 滲 出 液 「 ロ ダ ン」 含 有 量

滲 田 液「ロ ダ ン」含有 量 ハ 次表 ニ示 ス27例 ニ就テ 檢 査 シタ ル所 ニ由 レバ,其 含量 ハ略 ボ 血淸 ノ夫 レト同 量

ナ リ.

即 チ0.03mg%以 下 ノモ ノハ 血淸 ニ於 テ10%,滲 出 液 ニテ11%, 0.03乃 至0.06mg%ノ モ ノハ 血淸 ニテ

77%,滲 出液 ニテ74%, 0.06乃 至0.1mg%ノ モ ノハ 血淸 ニテ13%,滲 出液 ニテ15%ヲ 示 ス ガ如 ク,兩 者

各 極 メテ 近 似 セ ル%數 ヲ得 タ リ,即 チ 兩者 間 ニ於 テ 其增 減 ヲ云 々 シ難 シ.

男 女 間 ル差 異 モ又 血淸 ト同樣 男 子 ハ女 子 ニ比 シテ 其含 量 少 シ ク多 シ.

次 ノ第5表 ニ示 ス ガ如 シ.

第5表

C) 高 血 壓 症 竝 ニ肋 膜 炎 ニ就 テ ノ臨 牀 實 驗例

「ロダン」鹽類投與ガ高血壓症ニ對スル治療的效果竝ニ血淸「ロダン」含有量 トノ關係及ビ肋膜腔内滲透 ノ

状態ニ就キ觀察セシトシテ次ノ數例ニ就キ臨牀小實驗ヲ行ヒタリ.

實驗例ハ總テ入院患者ヲ使用シ,就 中高血壓症ハ入院後一定期間血壓測定(1日3囘 ナルベク同一時間ニ

於テ毎食前ニ且暫時安靜 ヲ保チタル後之ヲ測定セリ)及 ビ正常時血淸 「ロダ ン」含量ヲ數囘反覆測定 シタル

後始メテ「ロダン」加里投與實驗ニ着手セリ,投與量ハ1日 量0.3g之 ヲ3囘 ニ分服セシメ投與期間ハ4日 乃

至6日 トセリ,而 シテ投與中竝ニ中止後2乃 至3週 ニ亙 リ毎日正規 ノ通 リ血壓測定竝ニ血淸「ロダン」含量

測定ヲ持續セリ.

肋膜炎患者ハ「ロダン」加里投與前數囘滲出液「ロダン」含量ヲ測定シタル後 「ロダン」加里1日 量0.3gヲ

3囘 ニ分服セシメ何 レモ2日 間投與スルコトトセリ.而 シテ毎日滲出液「ロダン」含量ヲ測定シ投與前ノ「ロ

ダン」含量ニ復スルニ至リテ止ム.
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2426　 久 本 實 三

症例次 ノ如シ.

例1　 (實驗開始5月8日) 大○柳○ 男 62歳

血壓 185乃 至205mmHg

「ワ」氏反應陰性

血淸「ロダン」含有量 0.04mg%

農. 診斷 動脉硬化症

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投與期間 6日 間

1日 間 投 與 ノ後0.260mg%, 4日 間投 與 後0.875mg%ノ 最 高「ロダ ン」含 量 ヲ示 シ, 6日 間 投 與後 ニ ハ却

テ0.775mg%ニ 下 降 シ,ソ レ ヨ リ漸 次 下降 ノ度 ヲ進 メ,投 藥 中 止後19日 ニハ0.045mg%ト ナ リ,殆 ド投

藥 前 ノ價 ニ復 ス.

他 方 血壓 トノ關係 ヲ見 ル ニ 血淸 「ロダ ン」含 量 多 キ時 期 ニ一 致 シテ 血 壓 モ亦 下降 ヲ示 シ,後 漸次 元 ニ復 セ

ン トス ル ノ傾 向 ヲ有 ス ル モ,余 ガ測 定 シ タル投 藥 中 止後19日 迄 ハ輕 度 ナ ガ ラ モ投 藥 前 ノ夫 レニ比 シテ一 般

ニ下 降 ヲ示 セ リ.經 過 中 最 モ強度 ノ下 降 ヲ示 シ タ ル時155乃 至165mmHgナ リ.

第1圖　 大 ○ 柳 ○ 男 62歳 農. 動 脉 硬 化 症

●血壓 ○血淸「ロダン」含有量

例2　 (實驗開始5月12日) 小○圓○ 男 52歳 農. 診斷 動脉硬化症

血 壓 215乃 至255mmHg

「ワ」氏 反 應 陰 性

血淸 「ロダ ン」含 量 0.550mg%

「ロダ ン」加 里投 與 量 3×0.3g

投 與 期間 4日 間

1日 間 投 與 ノ後0.300mg%ヲ 示 シ, 4日 間投 與 後 ハ0.610mg%ヲ 示 ス ニ過 ギズ シテ1日 間 服 藥 中 止 ノ後

却 テ最 高 量0.810mg%ト ナ リ,ソ レ ヨ リ漸 次 減量 シ9日 間 服 藥 中 止後 尚 ホ0.445mg%, 19日 後 ニ至 リテ

0.05mg%ト ナ リ漸 ク投 藥 前 ノ價 ニ復 セ リ.

他 方 血壓 ハ 投 藥 後2乃 至3日 ニ シテ輕 度 ノ下 降 ヲナ シ一 旦 元 ニ 復 シ服 藥 中止 後 數 日ニ シテ,又 再 ビ輕度

ノ下 降 ヲ來 ス モ,必 ズ シモ,血淸 「ロダ ン」含量 トノ特異 ナ ル關 係 ヲ認 ムル コ ト能 ハズ,經 過 中 最 モ 強度 ノ下

降 ヲ示 シ タル時,血 壓 ハ195乃 至200mmHgナ リ.

第2圖　 小 ○ 圓 ○ 男 52歳 農. 動 脉 硬 化 症

● 血 壓 ○ 血淸 「ロ ダ ン」含 有 量
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例3　 (實 驗 開 始5月16目) 丸 ○訓 ○ 男 73歳

血 壓 235乃 至250mmHg

血淸 「ロダ ン」含 有 量 0.060mg%

「ワ」氏 反 應 陰 性

生魚商. 診斷 動脉硬化症及ビ萎縮腎

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投與期間 4日 間

1日 間投 與 ノ後0.320mg% 3日 間投 與 ノ後 最高 血淸 「ロ ダ ン」含 有 量0510mg%ト ナ リ,服 藥 中 止後15

日 ニハ0.215mg%, 25日 後 ニ至 ル モ尚 ホ0.130mg%ヲ 示 セ リ.

他方 血 壓 トノ關係 ヲ見 ル ニ,血淸 「ロ ダ ン」含 量 最 高 ニ達 シ タ ル時,血 壓 モ亦 比 較 的強 ク下 降 ス ル モ,「 ロ

ダ ン」含 量 減 少 ニ傾 ク時 血壓 ハ上昇 シテ 元 ニ復 スル コ トナ ク,却 テ 日 ヲ經 ル ニ從 ヒ,血 壓 下降 ノ度 ヲ增 シ タ

リ.而 シテ 余 ノ實 驗 經過 中 ニ於 テ 血壓 最 モ下 降 シタル 時170mmHgヲ 示 セ リ.

第3圖　 丸 ○ 訓 ○ 男 73歳 生 魚 商. 動 脉 硬 化症 及 ビ萎 縮 腎

●血壓 ○ 血淸「ロダン」含有量

例4　 (實驗開始6月18日) 藤○エ○ 女 59歳 農. 診斷 動脉硬化症

血 壓 195乃 至220mmHg

血淸 「ロダ ン」含 有量 0.055mg%

「ワ」氏反 應 陰 性

「ロ ダ ン」加 里 投 與 量 3×0.3g

投 與期 間 4日 間

1日 間投 藥後0.300mg%ニ增 量 シ4日 間 投 藥 後最 高 「ロダ ン」含 存 量0.690mg%ヲ 示 シ1日 間 服 藥 ヲ中

止 シ タル後 モ尚 ホ0.690mg%ニ 留 リ服 藥 中止 後15日 未 ダ0.220mg%ニ 下 降 スル ニ過 ギ ズ,而 シテ20日

後 殆 ド投 藥 前 ノ價 ニ復 シ0.06mg%ヲ 示 セ リ.

他 方 血 壓 トノ關 係 ヲ見 ル ニ,血淸 「ロダ ン」含 量 最 モ多 キ 時期 ニ一 致 シテ ,血 壓 又下 降 シ其後2乃 至3週

間 ニ亙 リテ 輕度 ナ ガ ラモ下 降 ヲ持 續 セ リ.經 過 中 最 モ強 度 ノ下降 ヲ示 セ ル時,血 壓175mmHgヲ 示 セ リ.

第4圖　 藤 ○ エ○ 女 59歳 農. 動 脉 硬 化 症

● 血壓 ○血淸 「ロダ ン」含有 量
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例5　 (實 驗 開 始7月13日) 小○ リ○ 女 48歳

血 壓 160乃 至175mmHg

血淸 「ロダ ン」含 有量 0.060mg%

「ワ」氏 反應 陰 性

宿屋業. 診斷 動脉硬化症

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投 與期間 6日 間

前日夕刻 ヨリ投藥シ翌朝既ニ0.150mg%ヲ 示 シ5日 間投藥後0.840mg%ノ 最高「ロダン」含量ニ達シ其

後漸次減量服藥中止後11日 ニ至 リテ尚ホ0.150mg%ヲ 示ス.

他方血壓ハ投藥中認ムベキ下降ヲ見ザルニ反シ,服 藥中止後2乃 至3日 間輕度 ノ下降ヲ示 シ, 125乃 至

150mmHg迄 ニ下降セリ,然 ルニ其後間モナク投藥前ノ血壓ニ復 シ再ビ下降ノ傾向ヲ有セズ.

第5圖　 小○ リ○ 女 48歳 宿 屋業. 動膜 硬化症

● 血壓 ○ 血淸 「ロダ ン」含 有 量

例6　 (實 驗 開 始7月13日) 小○ ユ○ 女 57歳

血 壓 225乃 至255mmHg

血淸 「ロダ ン」含 有量 0.080mg%

「ワ」氏 反 應 強 陽 性

宿屋業. 診斷 動脉硬化症及ビ萎縮腎

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投 與期間 6日 間

前 日夕刻 ヨ リ投 藥 シ翌 朝 ハ0.135mg%ト ナ リ.ソ レヨ リ漸 次增 量 シ,投 藥 期間 中 既 ニ最 高 「ロ ダ ン」含 量

0.720mg%ヲ 示 シ6日 間投 藥 ノ後 ハ却 テ0.610mg%ニ 減 量 シ服藥 中 止後11日 ニ至 ル モ尚 ホ0.260mg%

ヲ示 セ リ.

他 方 血壓 トノ關 係 ヲ見 ル ニ,血淸 「ロダ ン」含 量 ノ少 シク下降 ニ傾 キ タル時.即 チ服 藥 中 止 後數 日間輕 度

ノ下 降 ヲ示 シ195mmHg迄 ニ下 降 セ リ.之 ニ反 シテ 血淸 「ロダ ン」含 量 最 モ 多 キ時 期 ニ ハ血 壓 下 降 著 明 ナ ラ

ズ.

第6圖　 小 ○ ユ ○ 女 57歳 宿 屋 業. 動 脉 硬 化 症 及 ビ萎 縮 腎

● 血壓 ○ 血淸 「ロタ ン」含 有 量
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例7　 (實 驗開 始7月19日) 兒 ○虎 ○ 男 55歳

血壓 225乃 至230mmHg

血淸 「'ロダ ン含 量 」 0.070mg%

「ワ」氏 反 應 陰性

運送業. 診斷 動脉硬化症

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投藥期間 6日 間

投 藥第1日 ハ夕 刻 ヨ リ之 ヲ投 與 シ,翌 朝 既 ニ0.230mg%ト ナ リ, 6日 間服 藥 後 最 高 「ロダ ン」含有 量

0.780mg%ヲ 示 シ,其 後 服 藥 中 止 ト同 時 ニ漸 次 減 少 シ,服 藥 中 止後9日 尚 ホ0.150mg%ヲ 示 ス モ15日 後

ニ ハ全 ク投 藥 前 ノ價 ニ復 ス,即 チ0.050mg%ナ リ.

他 方 血 壓 トハ關 係 ヲ見 ル ニ,血淸 「ロダ ン」含有 量最 モ多 キ時 期 ニハ全 ク血 壓 ノ下 降 ヲ呈 セ ザ ルモ,服 藥

中 止 後 ヨ リ.少 シ ク下 降 シ始 メ,次 イデ一時 元 ニ復 セ ン トス ル ノ傾 向 ヲ示 ス モ,又 再 ビ高 度 ノ下 降 ヲ見 タ

リ,服 藥 中 止後15日 ニハ175mmHgヲ 示 セ リ.

第7圖　 兒 ○ 虎 ○ 男 55歳 運 送 業. 動 脉 硬 化 症

●血壓 ○血淸「ロダン」含有量

例8　 (實驗開始5月17日) 仲○郁○ 女 17歳 學生. 診斷 右側滲出性肋膜炎

發病5月 上旬,發 熱37.5-6℃

肋膜肥厚ハ之ヲ證明セズ

滲出液ハ未ダ減少 ノ傾向ヲ有セズ

「ロダ ン」加 里投 與 量 3×0.2g

投 與期 間 2日 間

投 藥 前滲 出 液 「ロダ ン」含 有 量 ハ0.040mg%ニ シテ1日 間投 藥 後0.230mg% 2日 間投 與 シ タル後,最 高

0.390mg%ヲ 示 シ,ソ レ ヨ リ漸 次 下降 シ服 藥 中止 後10日 尚 ホ0.150mg%, 16日 後 ニハ0.070mg%ヲ 示

シ殆 ド服 藥 前 ノ價 ニ復 セ リ.

第8圖　 仲 ○ 郁 ○ 女 17歳 學 生. 右 側 滲 出 性 肋 膜 炎

例9　 (實驗開始5月19日) 藤○照○ 男 20歳 農. 診斷 右側滲出性肋膜炎

發病5月 上旬,目 下ノ發熱8.0乃 至85℃

肋膜肥厚ナシ

滲出液ハ未ダ減少ノ傾向ヲ有セズ

「ロダ ン」加里 投 與 量 3×0 .3g

投 與期 間 2日 間
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服 藥 前 滲出 液 「ロダ ン」 含 量 ハ0.060mg%ニ シテ, 1日 間 服 藥 後0.280mg%ト ナ リ. 2日 間 服藥 後

0.315mg%ノ 最高 「ロダ ン」含 量 ヲ示 シ,ソ レヨ リ漸 次減 量,服 藥 中止 後13日 ニハ0.070mg%ヲ 示 シ,殆

ド服 藥 前 ノ價 ニ復 ス.

第9圖 藤 ○ 照 ○ 男 20歳 農. 右 側 滲 出 性 肋 膜 炎

例10 (實驗開始5月25日) 谷○ ユ○○ 女 21歳 裁縫. 診斷 右側滲出性肋膜炎

發病4月 下旬,目 下ノ發熱38.5℃ 内外

滲出液ハ漸次減少ノ傾向ヲ有シ,且 其量亦少シ

肋膜肥厚ハ最モ著明ナリ

「ロダ ン」加里 投 與量 3×0.3g

投 與 期 間 2日 間

投 藥前 滲 出 液 「ロダ ン」含有 量0.090mg%, 1日 間服 藥 後0.220mg%, 2日 間 服 藥後0.300mg%ノ 最 高

「ロダ ン」含 量 ヲ示 シ,ソ レ ヨ リ漸 次 減 量 シ,服 藥 中止 後10日 ニハ尚 ホ0 .125mg%ニ 達 シ タル ニ過 ギザ ル

モ滲 出液 殆 ド消失 シ,其 後 ハ減 少 状 態 不明 ナ リ.

第10圖 谷○ユ○○ 女 21歳 裁縫. 右側滲出性肋膜炎

例11 (實驗開始6月12日) 藤○淸○ 女 22歳 商. 診断 右側滲出性肋膜炎

發病昨年11月,其 後一時輕快,本 年6月 再發

目下發熱38℃ 内外

肋膜肥厚ハ中等度ニ之ヲ證明ス

滲出液ハ未ダ減少ノ傾向ヲ有セズ

「ロダン」加里投與量 3×0.3g

投 與期間 2日 間

服藥 前0.045mg%ヨ リ1日 間 服 藥 後0.230mg%, 2日 間 服藥 後0.320mg%ヲ 示 ス モ未 ダ最 高 ニ達 セ ズ,

服 藥 中止 後 第2日0400mg%ト ナ リ最 高 ニ達 セ リ.ソ レ ヨ リ漸 次 減少 ス ル モ,服 藥 中 止後 第19日 ニ至 リ

尚 ホ投 藥 前 ノ價 ニ復 セズ シテ0.105mg%ヲ 示 セ リ.

第11圖　 藤 ○淸 ○ 女 22歳 商. 右 側 滲 出 性 肋 膜 炎
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例12　 (實驗開始6月13日) 野○花○ 女 19歳 學生. 診斷 左側滲出性肋膜炎

發病5月 下旬,目 下ノ發熱37.3-4℃

肋膜肥厚ハ殆 ド證明セズ

滲出液ハ少ク,其 吸收亦比較的速ナリ

「ロダ ン」加 里 投 與 量 3×0.3g

投 與 期 間 2日 間

服 藥 前0.050mg%ヨ リ1日 間服 藥 ノ後0.330mg%ト ナ リ2日 間 服 藥 後 ハ最高 「ロダ ン」含 量0.660mg%

ヲ示 シ,ソ レ ヨ リ漸次 減 少 服藥 中止後1週 間 ニハ 既 ニ0.115mg%ト ナ リ10日 後 ニハ0.050mg%ヲ 示 シ,

服 藥 前 ノ價 ニ復 ス ヲ見 タ リ.服 薬 前 ノ滲出 液「ロダ ン」含 量 ニ復 スル コ ト他 ノ諸例 ニ比 シテ最 モ速 ナ リ.

第12圖　 野 ○ 花 ○ 女 19歳 學 生. 左 側 滲 出 性 肋 膜 炎

例13　 (實驗開始6月15日) 塚 ○正○ 男 19歳 農. 診斷 右側滲出性肋膜炎

發 病6月 上 旬,

目下 ノ發 熱38.5℃ 内外

肋膜肥厚ハ之ヲ證明セズ

滲出液ハ未ダ減少ノ傾向ヲ有セズ

投藥前滲出液 「ロダン」含有量ハ0.055mg%ヲ 有 シ, 1日 間服藥後0.300mg%ト ナ リ, 2日 間投藥後

0.370mg%ノ 最高「ロダン」含量ヲ示シ,ソ レヨリ漸次減少シ服藥中止後16日 尚ホ0.120mg%ヲ 示 シ,

未 ダ投藥前ノ値 ニ復セズ.

第13圖 塚 ○正○ 男 19歳 農. 右側 滲出性 肋膜炎

例14　 (實驗開始7月3日 三○カ○ 女 41歳 裁縫. 診斷 左側滲出性肋膜炎

發病6月 下旬,目 下ノ發熱7.5℃ 内外

肋膜肥厚ナシ

滲出液ハ漸次增加ノ傾向ヲ有ス

「ロダ ン」加 里投 與 量 3×0.3g

投 與 期 間 2日 間

服 藥 前 「ロダ ン」含 量0045mg%ヨ リ1日 間 投藥 後0.210mg%, 2日 間投 藥 後0.385mg%ノ 最 高 量 ニ

達 シ,ソ レ ヨ リ漸 次 減量 シテ 服 藥 中止後15日 ニハ0.050gm%ト ナ リ服藥 前 ノ價 ニ復 ス.
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第14圖　 三〇 カ○ 女 41歳 裁縫. 左側滲出性肋膜炎

以上 ノ臨牀實驗例 ヲ觀察 スル ニ先 ヅ血壓過高症 ニ對 シテ使用 シタル7例 ニ就 テ見 レバ,血淸

「ロ ダ ン」含量ハ「ロダ ン」加里投與後3乃 至5日 ニシテ最 高 ニ達 ス,即 チ血淸 「ロダ ン」含量 ノ増

量 スル コ ト比較的速 ナルニ反 シテ,之 ガ下降 ノ状態 ハ甚 ダ緩 漫ナルコ ト上掲曲線圖 ニヨ リテ明

カナル ガ如 ク服藥 中止後10乃 至20日 ヲ經テ始 メテ服藥 前 ノ價 ニ復 スルヲ常 トス.

而 シテ血淸 「ロダ ン」含有 量 ト高血壓 トノ關係ハ血淸 「ロダン」含有量最高 ニ達 シタル時血壓 ノ

下 降亦最 モ著明 ニシテ,血淸 「ロダン」含量 ノ下降 ト同時 ニ血壓 ハ漸次舊 ニ復 セ ントスルモ ノア

リ ト雖 モ,亦 之 ニ反 シテ「ロダン」含量 ノ少 シク下降 ニ傾キタル時,血 壓 ノ下 降ヲ始 ムルモ ノア

リ,ノ ミナラズ其後「ロダ ン」含量 ハ漸次減少 シ終 ニ服藥前 ノ價 ニ復 セン トスル時期 ニ至 ルモ,

降 下 セル血壓 ハ舊 ニ復 スル コ トナク,尚 ホ依然 トシテ下 降 ノ傾向 ヲ有 スル モノア リ.

殊 ニ余 ノ實驗例ノ總 テハ藥劑使用期間 甚ダ短 ク,爲 ニ服藥 中充分 ナル效果 ヲ見 ザル場合 ニ於

テモ,之 ヲ以 テ直 チニ無效 ナ リト斷 言シ能 ハザル所 以ハWestphal及 ビBlum兩 氏 ガ數 箇月 間

使用 ノ後 始 メテ著 シキ效果 ヲ見 タル コ トアルラ報 ジタル コ ト竝 ニ上述 ノ如ク血淸 「ロダ ン」含有

量 ノ減少 ニ傾 キタル時期 ヨリ血壓 下降 ヲ始 メ血淸 「ロダン」含有量 ハ日 ト共 ニ減量 スルニ拘 ハ ラ

ズ,血 壓下降ハ依然 トシテ同樣 ナル カ又 ハ却 テ其下降 ノ度 ヲ增 スガ如 キ事實 アルニ ヨル.

何 レニシテモ余 ノ實驗例 ヨリ之 ガ治療的效果 ヲ觀察 ス レバ,「 ロダン」加里 ノ血壓降下作用 ハ

本劑 投與後數 日ニ シテ始 マ リ,本 劑中止 ト同時 ニ消失 スル コ トナク,一 定期間 ニ亙 リテ後續作

用 ヲ有 スル ガ如 ク想像 セシム.

血淸 「ロダ ン」含有量最高 ニ達 シタル時,血 壓 ノ下降亦著明 ナル モノ多 シ ト雖 モ,亦 之 ニ反 ス

ル モノア リ,他 方ニハ上述 ノ如 ク60歳 以上ノ人 ニ血淸 「ロダン」含量 ノ多 キコ ト,之 等 ヲ綜 合觀

察 スル時大 ナル矛盾 ノ存 スル コ トヲ思 ハ シムベ シ.然 リ60歳 以 上ニ シテ動脉硬化 ヲ伴 ヒ血壓上

昇 スル年齢 ニ一致 シテ,血淸 「ロダ ン」含量多 キハ一見矛盾 ハ如 ク考ヘ ラル ルモ,飜 テ之 ヲ顧 レ

バ,血 壓 上昇 ヲ導 クベ キ高齢 ニハ一般新陳 代謝減退 ニ基 ク排泄 障碍 ニ ヨルカ,又 ハ自然 ニ血清

「ロダン」含量 ヲ增加 シ血壓調節 ニ向テ-層 ノ努 力ヲ拂 フモルニ非 ザルカ.

併 シ此場合高齡者ハ若年者 ニ比 シテ喫煙 ノ影響 ヲ受 クル コ ト多 キハ忘 ルベカ ラザル重要 ナル

事 實ナ リ.

次 ニ「ログン」加里 ヲ經 口的 ニ投與 シタル場 合,之 ガ肋膜腔 内滲透 ノ状態 ヲ見 ンガタメ,肋 膜

炎患者 ニテ前 以テ正常時滲出液「ロダ ン」含有量 ヲ測定 シタル後 「ロダ ン」加里1日 量0.3gヲ 經

口的 ニ投 與 ン,其 後 毎日肋膜 滲出液 ヲ採取 シ,之 ガ「ロダ ン」含有量 ヲ測定 セ リ.
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之 ニ就 キテノ上述 ノ諸例 ヲ綜合觀察 スルニ,滲 出液「ロダ ン」含有量 ハ服 藥後 間 モナク增 量 シ

服藥中止 ト同時 ニ漸次下降 スルモノアルモ,又 中止後1乃 至2日 間尚ホ漸次增 量 スル モノモ ア

リテ一定 セズ,併 シ何 レニ シテモ,滲 出液「ロダン」含有量 ハ血淸 ト同樣 ニ,「 ロダ ン」加里服藥

後速 ニ增量 ス,之 ガ減量 ノ状態 ハ又血淸 ト同樣,甚 ダ シク緩漫 ニシテ10乃 至20日 ノ後漸 クニ

シテ服藥前 ノ價 ニ復 スルヲ常 トス.

此 場合滲出液「ロダン」含量 ノ消長ハ肋膜炎豫後 ト多少 ノ關係 ヲ有 シ豫後佳 良 ニシテ治癒 ノ傾

向旺盛 ナルモノニ於 テハ滲出液「ロダ ン」含有量 ハ比較的速 ニ上昇 シ,又 比較的速 カニ下降 スル

ガ如 キ感 アリ,之 ニ反 シテ未 ダ冶癒 ノ傾向 ヲ有 セザルモノハ「ロダ ン」含有量 ノ減退極 メテ緩漫

ナル ガ如 シ.

總 括

敍 上 ノ余 ノ成績 ヲ總 括ス レバ次 メ如 シ.

1) 健 康 血淸 「ロダン」含有量ハ0.03乃 至0.06mg%ナ リ.

2) 病 的 個 體ニテモ同樣其 「ロダ ン」含有量ハ0.03乃 至0.06mg%ノ モ ノ最 モ多 シ,而 シテ

各種疾患相互間ニハ何等特別 ナル增 減關係 ヲ認 ムルコ ト〓ハズ.

3) 男子 ハ女子 ニ比 シテ其含量稍々多 シ.

4) 年 齢 ノ進行 ニ伴 ヒ,其 含量漸次增 量ノ傾 向ヲ有 ス.

5)「 ロダ ン」加里ハ高 血壓症 ニ對 シテ血壓降下的作用 ヲ有 ス.

6) 經 口的ニ「ロダ ン」加里 ヲ投與 スル時,血淸 「ロダ ン」含有 量ハ比較的急速 ニ上昇 シ,數 日

ノ後其極點 ニ達 シ,然 ル後漸次減少 ス,而 シテ正常値 ニ返 ル時期 ハ投與「ロダ ン」加里量及 ビ各

個性 ハ勿論,「 ロダン」排泄 ト最 モ重大ナル關係 ヲ有 スル腎臟排泄障碍 ノ有無 ニヨ リテ一定 セザ

ルモ,多 クハ10乃 至20日 後 ニ始 メテ正常値 ニ返ルモノ多 シ.

7) 滲 出液「ロダ ン」含有量 ハ血淸 ノ夫 レト殆 ド同樣ナ リ.

8) 經 口的 ニ「ロダ ン」加量 ヲ投與 スル時,肋 膜腔 内滲出液「ロダ ン」含有量ハ血淸 ト同樣比較

的急速 ニ增加 スルモ,之 ガ下降ハ亦血淸 ト同樣 極 メテ緩漫 ナ リ,而 シテ豫後佳良ニ シテ滲出液

ノ吸收速ナルモノニア リテハ,滲 出液「ロダン」含有量 ハ其下降比較的速 ナル ガ如 シ.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ恩師稻田敎授 ノ御懇篤ナル御指導ト御校閲ニ對シ満腔 ノ謝意ヲ捧グ.(3. 8. 23.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Studien uber den Rhodangehalt des Serums und des

 Pleuritischen Exsudates, nebst therapeutischem

 Rhodan-Effect auf Hypertonie.

Von

Jituzo Hisamoto.

Aus der medizinischen Universitatsklinik zu Okayama.
(Direktor: Prof. Dr. S. Inada.)

Eingegangen am 23. August, 1928.

Der Verfasser bestimmte die in Serum sowie in Pleuritischen Exsudaten enthaltene 
Rhodanmenge, und zwar das Serumhodan bei 262 gesunden und krauken Personen, den 

Rhodangehalt in Pleuritischen Ergussen bei 27 Pleuritikern, erforschte ferner bei H per

tonikern sowohl die therapeutischen Beziehungen zwischen dem Serumrhodan und dem 

Blutdruck, als auch das Rhodanschicksal in Pleuritischen Exsudaten nach Verabreichung 
des Rhodansalzes und erzielte folgende Resultate:

-1) Das gesunde und kranke Serum enthalt fast immer ungefahr die gleiche Menge 

Rhodan als % 0.03 bis 0.06mg. und es besteht kein besonderer Unterschied in bezug auf 
den Rhodangehalt bei irgendwelchen Krankheiten.

2) Das mannliche Serum enthalt im allgemeinem etwas mehr Rhodan ale das weib

liche und bei jedem Individuum nimmt es hinsichtlich seines Gehaltes dem Alter ents

prechend etwas mehr zu.
3) Bei den Hypertonikern kann man durch die Verabreichung des Rhodans den 

Blutdruck mehr oder wenicher fur langere Zeit herabdrucken.
4) Der Rhodangehalt der Pleuritischen Exsudate ist dem des Serums vollkommeng

leich.
5) Der Rhodanspiegel in Serum und Pleuraerguss steigt sofort nach peroraler 

Rhodanverabreichung an und erreicht rasch, schon nach einigen Tagen, sein Maximum 

und kehrt nach Aufgeben des Rhodans sehr langsam etwa erst nach 10-20 Tagen zur 

Norm zuruck. (Autoreferat.)
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